
ᾏᓊࢶ࣐ࣟࢡᯘのప密度᳜᱂にࡘい࡚ 

༓木 容・小倉 ᫭※１・ᕝᓮⴌᏊ※２・定ሯὈ୕※㸱・▮ᨺ୐ᾏ※㸱 

䊠 ࡵࡌࡣに

石ᕝ┴の加㈡ᾏᓊには◁ୣᆅがᘏ長で 148km あ

り（ᅗ㸫１）、ᾏᓊ㜵⅏林としてࢡロࢶ࣐が᳜えら

れているが、ࢶ࣐材⥺⹸⑓の⿕ᐖがⴭしいとこࢁ

が見られる（෗┿㸫１）。しかし、◁ୣᆅの㣕◁㜵

備に㐺した高木ᶞ✀はࢡロࢶ࣐以እには↓ࡃ෌生

がᮃࡲれている。このたࢶ࣐、ࡵ林の෌生コスト

をᢚえるたࡵのᡭẁの一つとして低密度᳜᱂が考

えられる。໭すからの෤のᏘ⠇㢼が強い石ᕝ┴で

は㣕◁から᳜᱂したⱑ木をᏲるたࡵ㜵㢼ᰙの設⨨

を行ってきたが、コスト低減のた᳜ࡵ᱂本ᩘを

5,000本㸭haに減らして஦ᴗを行ってきた。これ

でࡲ 5,000本᳜᱂でࢶ࣐林の෌生が㡰ㄪに㐍ࢇで

いることから、コスト低減のたࡵ 3,000本㸭haの

᳜᱂を試ࡳている（ᕝᓮ・༓木、2016）。本ሗでは、

その後のᡂ⫱≧ἣをㄪᰝしたので、その⤒㐣をሗ

࿌ࡍる。 

䊡 ヨ㦂ᆅࡧࡼ࠾ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ヨ㦂ᆅの≧ἣ 

本ࡔと㸳ᖺ┠、3,000本ࡔと㸴ᖺ┠にはᯞの重な

りが☜ㄆできた（ᅗ㸫㸱）。 

ᅗ－㸰 ᳜᱂密度にࡿࡼ平ᆒᶞ高のኚ໬ 

㸦ᕝᓮ࣭༓ᮌ 2016㸧 

⾲－㸯 㸶ᖺ┠の≧ἣ 

石ᕝ┴小松ᕷᏳᏯ⏫ᆅෆᏳᏯ国有林ෆ 

ᅵተ：◁ୣ未⇍ᅵ 

ố⥺からの㊥㞳：２㸮㸮㹫⛬度 

ㄪᰝ本ᩘ：㸳㸮本 

ᶞ㧗 ⬚㧗┤ᚄ ᙧ≧ẚ
(m) (cm)
3.6 7.4 48.6

㸰 ヨ㦂᪉ἲ 

 １ha当たり 3,000本᳜᱂の試験ᆅを設け、ð 高、

┤ᚄ、ᯞᙇりをㄪᰝし、これࡲでの 5,000 本、

10,000本᳜᱂ᆅとのᡂ長等を比較した。 

䊢 ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

㸯 ᶞ高ᡂ㛗ࡧࡼ࠾೺඲ᛶ 

3,000 本᳜᱂ᆅの㸳ᖺ┠ࡲでのᶞ高ᡂ長は、

5,000本、10,000本᳜᱂ᆅの平均ⓗなᡂ長量とほ

ぼ同⛬度で、ᶞ高ᡂ長には、≉にၥ㢟は見られな

かった。೺全ᛶについては、ᶞ高を⬚高┤ᚄで㝖

した್のᙧ≧比をᣦᶆとし、ᙧ≧比は 48.6でಽれ

㞴いᶞᙧになっている（表㸫１）。 

㸰 㣕◁㜵ഛᶵ⬟ 

㣕◁㜵備機能については、᪩ࡃᯞが重なりᆅ表

をそうことが重せである。この┠Ᏻとして、１࣊

タール当たりࢡ 10,000本᳜᱂ࡔと㸲ᖺ┠、5,000

ᅗ－㸱 平ᆒᯞᙇࡾと᳜᱂間㝸 

※１ 石ᕝ┴ほ光௻⏬ㄢ ※２ 石ᕝ┴୰能Ⓩ㎰林総合஦ົ所 ※㸱 石ᕝ森林⟶理⨫
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▼ ᕝ┴に◁ୣᆅが 

㐃⥆ ⓗに 148kmศᕸ 

◁ୣᆅ(ⲔⰍ) ᾏかࡽの໭ すのᏘ⠇㢼が྿ࡃ 

㜵㢼ࠊ㣕 ◁㜵ഛと࡚ࡋ 

 ᏳᏯᅜ᭷ᯘ ࡓࡁ࡚ࢀࡉᯘ が㐀ᡂࢶ࣐ࣟࢡ

ຍ㈡ᾏᓊᅜ᭷ᯘ 

ᅗ－㸯 ▼ᕝ┴にศᕸすࡿ◁ୣᆅ 

㸯㸷㸷㸮ᖺ 㸰㸮㸯㸳ᖺ 

෗┿－㸯 ᯇࡃい⹸⿕ᐖのⓎ⏕にࢶ࣐ࡿࡼᯘのῶᑡ 
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䊢 ᦬ せ 

3�000 本植栽地の㣕◁㜵ഛᶵ能は、枝の㔜なり

が5�000本植栽地と比較して㸯年、10�000本植栽

地と比較して㸰年㐜れるものの、㣕◁㜵ഛᶵ能に

は㐯Ⰽがないことが示唆された。ただし、ᾏᓊố

⥺からの㊥㞳が近い場ᡤでは、≉に高い㣕◁㜵ഛ

ᶵ能がồめられるため、㜵㢼ᰙ➼のタ⨨や立木密

度を⥔ᣢするための材⥺⹸᢬ᢠ性マࢶの植栽な࡝

ᑐ⟇が必要と考えられる。 
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